
令和2年度（2020年度）

予予算算大大事事業業名名 上上記記以以外外のの歳歳出出予予算算科科目目及及びび予予算算大大事事業業名名

事事業業のの目目的的とと概概要要

ⅠⅠ　　事事業業のの成成果果（（実実績績））

ⅡⅡ　　財財務務情情報報
◆◆行行政政ココスストト計計算算書書 （単位：千円） 行行政政ココスストト計計算算書書のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））

地方税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 （a）
給給与与関関係係費費
物物件件費費
維持補修費
社会保障扶助費

◆◆キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表 （単位：千円）
特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額 行政サービス活動収入
賞与引当金繰入額 行行政政ササーービビスス活活動動支支出出
退職手当引当金繰入額
支払利息 投資活動収入
その他 投資活動支出
経常費用　小計 （b） 投資活動収支差額

経常収支差額 （a）-（b）=（c） 財務活動収入
固定資産売却益 財務活動支出
その他 財務活動収支差額
特別収入　小計 （d） 収支差額　合計
固定資産除売却損 一般財源充当額
その他 一般会計からの繰入金
特別支出　小計 （e） 一般会計への繰出金

特別収支差額 （d）-（e）=（f） 前年度からの繰越金
一般財源調整額 （g）
当期収支差額 （c）+（f）+（g） キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表のの特特徴徴的的なな事事項項
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

◆◆単単位位ああたたりりののココスストト分分析析（（「「経経常常費費用用  小小計計（（bb））」」をを「「実実績績」」でで割割っってて円円単単位位でで算算出出ししてていいまますす。。））

人 円
人 円
人 円

円
円
円

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和元年度 373,978 154
令和2年度 376,944 94

指  標  名 年度 実績 単位あたりコスト 分  析  内  容  （ 前  年  度  と  の  増  減  理  由）

市民1人あたりのコ
スト

平成30年度 371,030 190 市民1人あたり94円のコストがかかっています。
給与関係費や計画・方針策定委託料等の減少などにより、1人あたりのコストが減少してい
ます。

- - - -
△47,281 7,550 8,992 1,442 

23,131 64,653 44,329 △20,324 
決算額の
主な内容

行政サービス活動支出
給与関係費　36,294千円

- - - -

- - - -
△70,412 △57,103 △35,337 21,766 

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

△20,324 
- - - - - - - -

△44,329 20,324 
特

別

費

用

- - - - 23,131 64,653 44,329 
- - - - △23,131 △64,653 

-
- - - - - - - -

- -
特

別

収

入

- - - - - - -
△70,412 △57,103 △35,337 21,766 - -

- △280 
70,532 57,432 35,411 △22,021 38,915 △280 - 280 

- - - - 85 280 

20,044 
- - - - 39,000 - - -

4444,,440033  △△2200,,229988  
12,248 △3,695 △5,323 △1,628 行政サービス活動収支差額 △62,046 △64,373 △44,329 
4,049 3,953 3,155 △797 6622,,116655  6644,,770022  

B B-A
- - - - 119 329 74 △254 

区分
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額

- - - - A

負担金・補助金・交付金等 1,062 384 23 △361 
- - - -

- - -
- - - -

経
常
費
用

5511,,884444  4466,,117777  3366,,229944  △△99,,888833  
11,,332288  1100,,661144  11,,226622  △△99,,335511  

-

39 49 74 26 
119 329 74 △254 

- - - -
- - - -

物件費
みどりの協定　花苗代等　1,262千円（△9,351千
円）
計画・方針策定業務委託料等の減少

- - - -
80 280 - △280 

国庫支出金（経常費用充当） - - - -
- - - -

経
常
収
入

- - - -
- - - -
-

勘定科目 決  算  額  の  主  な  内  容
A B B-A

給与関係費
職員人件費　36,294千円（△9,883千円）
時間外勤務手当、事業従事人数の減少

- - -

54 54 保護樹木及び保護樹林の指定件数（累計）

成
果
の
説
明

みどりの協定及び保護樹木・保護樹林の各助成制度の取組を示す新しい指標を設定し、市民への普及啓発をはじめとするみどりのまちづくりの取組を
推進していきます。
みどりの協定に関心を寄せていただくため、今後、資料による制度の照会・啓発に努めていきます。
保護樹木・保護樹林の指定数については、横ばいで推移しています。

勘定科目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額

単位 平成30年度

保護樹木及び保護樹林の指
定件数

件 57

みどりの協定に関する相談件
数及び啓発資料の配付数

件 ―

公園みどり室

緑化推進事業

― 128
みどりの協定の締結に関する市民からの相談件数、及び市民への啓
発用資料の配付件数の合計

令和元年度 令和2年度 成　果　指　標　の　定　義指  標  名

【目的】
緑地の保全、緑化の推進に関する施策の実施や、これらに関連する計画・方針等を策定し、みどりのまちづくりを推進します。
【概要】
民有地の緑化を推進するため、みどりに関する協定の締結や助成制度の活用を図ります。
市民参画・協働によるみどりのまちづくりに参加するきっかけづくり、普及・啓発による意識の向上を目指したイベント等を実施します。4月に緑地内で実施
する「たけのこ掘り」、秋に花とみどりの情報センター主催による「花と緑のフェア」への出展、竹林の暗闇の中で、竹筒の幻想的なあかりや楽曲を楽しむ
「千里の竹あかり」、及び2月に市民の慶事を記念した植樹「記念植樹」を実施します。
みどりの現況等を適切に把握し、計画的に事業を実施するための基礎調査や「みどりの基本計画」等の計画・方針策定を行います。

（項） 5 都市計画費 （目） 5 緑化推進費

部局名 土木部 予算執行所属

管理事業名 緑緑化化推推進進事事業業
総合計画の

体系

大綱　６
政策　１
施策　３

都市形成
みどり豊かで安全・快適な都市空間づくり
みどりの保全と創出

主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 8 土木費

－ 388 －



令和2年度（2020年度）

予予算算大大事事業業名名 上上記記以以外外のの歳歳出出予予算算科科目目及及びび予予算算大大事事業業名名

事事業業のの目目的的とと概概要要

ⅠⅠ　　事事業業のの成成果果（（実実績績））

ⅡⅡ　　財財務務情情報報
◆◆行行政政ココスストト計計算算書書 （単位：千円） 行行政政ココスストト計計算算書書のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））

地方税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

府支出金（経常費用充当）
財産収入
寄附金
他会計からの繰入金
受取利息及び配当金
その他
経常収入　小計 （a）
給給与与関関係係費費
物物件件費費
維持補修費
社会保障扶助費

◆◆キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表 （単位：千円）
特別会計への繰出金
減価償却費
徴収不能引当金繰入額 行政サービス活動収入
賞与引当金繰入額 行行政政ササーービビスス活活動動支支出出
退職手当引当金繰入額
支払利息 投資活動収入
その他 投資活動支出
経常費用　小計 （b） 投資活動収支差額

経常収支差額 （a）-（b）=（c） 財務活動収入
固定資産売却益 財務活動支出
その他 財務活動収支差額
特別収入　小計 （d） 収支差額　合計
固定資産除売却損 一般財源充当額
その他 一般会計からの繰入金
特別支出　小計 （e） 一般会計への繰出金

特別収支差額 （d）-（e）=（f） 前年度からの繰越金
一般財源調整額 （g）
当期収支差額 （c）+（f）+（g） キキャャッッシシュュ・・フフロローー収収支支差差額額集集計計表表のの特特徴徴的的なな事事項項
一般財源充当額
一般会計からの繰入金
一般会計への繰出金
再計

◆◆単単位位ああたたりりののココスストト分分析析（（「「経経常常費費用用  小小計計（（bb））」」をを「「実実績績」」でで割割っってて円円単単位位でで算算出出ししてていいまますす。。））

人 円
人 円
人 円

円
円
円

平成30年度

令和元年度

令和2年度

令和元年度 373,978 154
令和2年度 376,944 94

指  標  名 年度 実績 単位あたりコスト 分  析  内  容  （ 前  年  度  と  の  増  減  理  由）

市民1人あたりのコ
スト

平成30年度 371,030 190 市民1人あたり94円のコストがかかっています。
給与関係費や計画・方針策定委託料等の減少などにより、1人あたりのコストが減少してい
ます。

- - - -
△47,281 7,550 8,992 1,442 

23,131 64,653 44,329 △20,324 
決算額の
主な内容

行政サービス活動支出
給与関係費　36,294千円

- - - -

- - - -
△70,412 △57,103 △35,337 21,766 

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

△20,324 
- - - - - - - -

△44,329 20,324 
特

別

費

用

- - - - 23,131 64,653 44,329 
- - - - △23,131 △64,653 

-
- - - - - - - -

- -
特

別

収

入

- - - - - - -
△70,412 △57,103 △35,337 21,766 - -

- △280 
70,532 57,432 35,411 △22,021 38,915 △280 - 280 

- - - - 85 280 

20,044 
- - - - 39,000 - - -

4444,,440033  △△2200,,229988  
12,248 △3,695 △5,323 △1,628 行政サービス活動収支差額 △62,046 △64,373 △44,329 
4,049 3,953 3,155 △797 6622,,116655  6644,,770022  

B B-A
- - - - 119 329 74 △254 

区分
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額

- - - - A

負担金・補助金・交付金等 1,062 384 23 △361 
- - - -

- - -
- - - -

経
常
費
用

5511,,884444  4466,,117777  3366,,229944  △△99,,888833  
11,,332288  1100,,661144  11,,226622  △△99,,335511  

-

39 49 74 26 
119 329 74 △254 

- - - -
- - - -

物件費
みどりの協定　花苗代等　1,262千円（△9,351千
円）
計画・方針策定業務委託料等の減少

- - - -
80 280 - △280 

国庫支出金（経常費用充当） - - - -
- - - -

経
常
収
入

- - - -
- - - -
-

勘定科目 決  算  額  の  主  な  内  容
A B B-A

給与関係費
職員人件費　36,294千円（△9,883千円）
時間外勤務手当、事業従事人数の減少

- - -

54 54 保護樹木及び保護樹林の指定件数（累計）

成
果
の
説
明

みどりの協定及び保護樹木・保護樹林の各助成制度の取組を示す新しい指標を設定し、市民への普及啓発をはじめとするみどりのまちづくりの取組を
推進していきます。
みどりの協定に関心を寄せていただくため、今後、資料による制度の照会・啓発に努めていきます。
保護樹木・保護樹林の指定数については、横ばいで推移しています。

勘定科目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差額

単位 平成30年度

保護樹木及び保護樹林の指
定件数

件 57

みどりの協定に関する相談件
数及び啓発資料の配付数

件 ―

公園みどり室

緑化推進事業

― 128
みどりの協定の締結に関する市民からの相談件数、及び市民への啓
発用資料の配付件数の合計

令和元年度 令和2年度 成　果　指　標　の　定　義指  標  名

【目的】
緑地の保全、緑化の推進に関する施策の実施や、これらに関連する計画・方針等を策定し、みどりのまちづくりを推進します。
【概要】
民有地の緑化を推進するため、みどりに関する協定の締結や助成制度の活用を図ります。
市民参画・協働によるみどりのまちづくりに参加するきっかけづくり、普及・啓発による意識の向上を目指したイベント等を実施します。4月に緑地内で実施
する「たけのこ掘り」、秋に花とみどりの情報センター主催による「花と緑のフェア」への出展、竹林の暗闇の中で、竹筒の幻想的なあかりや楽曲を楽しむ
「千里の竹あかり」、及び2月に市民の慶事を記念した植樹「記念植樹」を実施します。
みどりの現況等を適切に把握し、計画的に事業を実施するための基礎調査や「みどりの基本計画」等の計画・方針策定を行います。

（項） 5 都市計画費 （目） 5 緑化推進費

部局名 土木部 予算執行所属

管理事業名 緑緑化化推推進進事事業業
総合計画の

体系

大綱　６
政策　１
施策　３

都市形成
みどり豊かで安全・快適な都市空間づくり
みどりの保全と創出

主な歳出
予算科目

一般会計 （款） 8 土木費

◆◆貸貸借借対対照照表表 （単位：千円）

現金預金 流動負債
未収金 地方債
財政調整基金 短期借入金
短期貸付金 賞与引当金
徴収不能引当金 未払金
その他流動資産 リース債務

有形固定資産 その他流動負債
土地 固定負債
建物・工作物 地方債
リース資産 長期借入金
建設仮勘定 退職手当引当金

無形固定資産 リース債務
有形固定資産 その他固定負債

土地 負債の部合計
建物・工作物
建設仮勘定 純資産

重要物品
図書館資料
投資その他の資産

出出資資金金
長期貸付金
基基金金
徴収不能引当金 純資産の部合計
その他債権

資産の部合計 負債及び純資産の部合計

ⅢⅢ　　財財務務構構造造分分析析 貸貸借借対対照照表表のの主主なな増増減減理理由由（（特特徴徴的的なな事事項項））
▽▽人人ににかかかかるるココスストトのの内内訳訳

月平均

人 日 日
千円 千円 千円

千円

▽▽経経常常費費用用のの構構成成割割合合 物件費の内訳（単位：千円）

▽▽分分析析指指標標 （単位：％） ▽▽そそのの他他特特記記事事項項

A B
受益者負担比率
徴収不能引当率
一般財源充当比率

ⅣⅣ　　総総括括
▽▽分分析析結結果果のの説説明明

▽▽分分析析結結果果をを踏踏ままええたた事事業業のの課課題題

経常費用の主なものについては、給与関係費36,294千円（89.1％）、物件費1,262千円（3.1％）となっています。給与関係費の差額については、時間外勤務
手当、事業従事人数、及び計画・方針策定業務の減少によるものです。物件費の内容としては、みどりの協定の花苗代等1,262千円となっています。また、
緑化推進基金2,000千円を取崩し、樹木再資源化2,000千円に充当し、チップ化した伐採樹木をマルチング材やたい肥として再利用しています。
なお、千里の竹あかりとたけのこ掘りのイベントは、新型コロナウイルス感染防止により中止としたため、委託料等は発生していません。

今後、「第２次みどりの基本計画（改訂版）」に基づき、市民、事業者、行政の多様な主体がそれぞれの役割に応じてみどりのまちづくりに主体的に取り組
み、より豊かなみどりを着実に実現していく必要があります。
みどりの保護及び育成に関する協定（みどりの協定）の締結や、保護樹木・保護樹林の指定など、様々な助成制度の活用についても、類似の事業相互の
関連を整理し、市民ニーズにも対応したより効果的な事業体系となるよう、今後、見直しを更に進めていく必要があります。
また、みどりのまちづくりに対する市民や事業者の意識向上のため、イベントを通じた普及・啓発を行っていますが、竹林を活用したみどりの保全意識の普
及啓発については一定の成果を得られたと考えており、令和２年度から次年度に延期となった「千里の竹あかり」は次回の開催を最後に終了とし、今後は
竹に限定しない、みどりの保全の取組を行っていきます。

37.2 99.5 99.8 0.3

- - - -
- - - -

分析指標　　　　　　　       　　年度
平成30年度 令和元年度 令和2年度 差

B-A

吹田市緑化推進基金　△2,000千円
2,000千円の取崩　1事業に充当

34,126 

内、時間外勤務手当 1,066 

給与関係費等 34,126
合計(千円）

基金

事業従事人数
年間従事延日数 年間従事延日数

4.92

勘定科目 増  減  理  由
常勤・再任用 会計年度任用等 特別職非常勤

出資金
（公財）大阪みどりのトラスト協会　出捐金　390千
円

712,831 710,831 △2,000 712,831 710,831 △2,000 
- - -
- - - 671,516 678,508 6,992 

771122,,444411  771100,,444411  △△22,,000000  
- - -

339900  339900  --
712,831 710,831 △2,000 

- - -
- - -
- - - 671,516 678,508 6,992 
- - -
- - - 41,315 32,323 △8,992 

- - -
イ

ン

フ

ラ

資

産

- - - - - -

- - - 37,363 29,168 △8,195 
- - -

- -
- - - - - -

- -
- - - 37,363 29,168 △8,195 

固
定
資
産

事
業
用
資
産

- - - -

- - - -

- - - - - -
- - - - - -

- -
- - - 3,953 3,155 △797 

△797 
- - - - - -流

動
資
産

- - - 3,953 3,155 

- - - -

令和元年度末 令和2年度末 差額
A B B-A A B B-A

勘定科目
令和元年度末 令和2年度末 差額

勘定科目

給与関係

費

89.1%

物件費

3.1%
負担金・補

助金・交付

金等

0.1%

賞与引当

金繰入額

7.7%

1,262 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

需用費（修繕費を除く）

114(一般会計・緑化推進事業)
－ 389 －


